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5 The Romantic Age
ロマン主義時代は１７８９年のフランス革命から１８３２年の選挙法改正法（ the Reform Act ）までの約４０年間続いた。この時代は時として革命の時代と呼ばれ、アメリカ革命やフランス革命の「自由、平等、友愛」 ( ‘Liberty, Equality and Fraternity’ ) という精神がこの時代を希望と変化の時代にした。William Wordsworth (1770-1850) は１４巻の自伝詩The Prelude (1798-1805) （『序曲』）で、 ‘bliss was it in that dawn to be alive’ と書いたが、それはフランス革命が変える未来への希望を示している。そして、ワーズワースのような多くの作家たちが、英国でも同様のことが起こることを期待していた。しかしナポレオンによる恐怖政治が１７９３年から始まり、１８００年代の初頭までにヨーロッパの殆どの国はフランスと戦争状態に陥った。
　それ故、Wordsworth とColeridgeのLyrical Ballads (1998) （抒情民謡集）に始まるロマン派の詩は多くの点で戦争の詩である。社会が変化し、町や都市が発展するにつれ、農業国から工業国へと変貌を遂げた。政府は自由交易を奨励し、新しい中流階級が力を増して、選挙制度の改革と民主主義への流れが出来た。しかし変化は緩慢で、貧しい人たちは相変わらず苦しい生活を送り、田舎から都市へと移らざるを得なかった。また、１８１５年、Waterlooでナポレオンを最終的に撃退して帰還した兵士たちも帰ってみると職がなかった。社会的、政治的な問題が山積し、その最悪の例は１８１９年のPeterlooの虐殺である。政府は抗議をする人たちに攻撃を加え、１１人が死に、約４００人が負傷した。
　文学において、ロマン派の文学作品の殆どは詩である。ワーズワースとコールリッジは詩の言語や主題に革命を起こしたいと考えた。オーガスタン（新古典主義）時代には、理性が感情を支配していたが、この時代には感情が理性を支配するようになった。オーガスタン詩人にとって、感情や想像力は危険なものであったが、ロマン派詩人にとっては、理性や知性が危険なものとなった。秩序ある社会より、個々人の精神が重要になったのだ。
（Blake）
William Blake (1757-1827) は極めて個性的な世界観を持ち、彼の詩のスタイルや発想はオーガスタン時代の秩序や抑制といったものとは対照的である。ブレイクの最もよく知られる詩集Songs of Innocence and Experience は１７９４年に出版された。そこにおさめられた詩は単純だが象徴的である。彼の後期の作品は極めて複雑で象徴的だが、１７９０年代初頭の詩はロマン主義時代の意識を反映している。そこでブレイクは自然や子供時代の無垢と社会的に管理された社会とを対比している。
（Wordsworth）
William Wordsworth (1770-1850) の詩は外部ではなく内部に目を向けている。そして、彼の自伝的な長詩The Prelude（序曲）では、個人の思考や感情がどのように形成されたかが分かる。彼の詩の殆どは彼自身が主人公になっており、彼は、‘Lines Written Above Tintern Abbey’ で述べているように、「事物の核心を見極める」ことを望んでいるのだ。例えば、‘Daffodils’ で、彼は過去と現在との関係を考察し、The Preludeでもそれが主要なテーマになっている。
　ワーズワースが ‘child is father of the Man’ と述べる時、それは大人も子供から学ぶことがあり得るということだが、それは、子供は出来る限り早くから管理されるべきだと考えたオーガスタン時代の考え方とは異なっている。異なった考え方はまた異なったスタイルと言語の使用をもたらす。オーガスタン詩人がしばしば特殊な詩の言語や形を用いるのに対し、ロマン派の詩人はしばしば日常的に使われているような言語を用いて詩を書いた。しかし、ワーズワースも時として難解な文法や語彙を用いて書くこともあったが、それは彼の詩の発想からは大きく隔たっているように思われる。
　ワーズワースは、例えば、‘The old Cumberland Beggar’ や ‘The Leech Gatherer’ のような、自然や自然を背景にして生きる普通の人たちを描いた。彼は晩年自分の詩で、「立派な服を着ていない」男性や女性こそ「深く感じることが出来るのだ」と言うことを示し、また、自然の近くで生活している人たちを讃えることが出来たらいいと述べている。ワーズワースはとりわけ人間の記憶の重要性を示したいと考えていたが、それは記憶こそが人間の経験に命を与えてくれるものと考えていたからだ。記憶によって我々は世界の認識を新たにし、生き生きとしたものにすることが出来ると考えていたのだ。
（Coleridge）
ワーズワースはSamuel Taylor Coleridge (1772-1834) とともに仕事をした。二人はLyrical Balladsと影響力のあった第二版の「序文」の共著者であったが、詩の性質は異にしている。ワーズワースの詩が日常の世界を主題にしたのに対し、コールリッジの詩は並外れた超自然的な世界を扱っている。
Lyrical Balladにおさめられたコールリッジの詩は４篇のみだが、その一篇は彼の最もよく知られた詩The Rime of the Ancient Mariner（「老水夫のうた」）である。この詩は結婚の祝宴に向かう途中、老水夫が若者に自分の経験を物語るという形をとっており、老水夫の旅はキリスト教的な無垢から経験への旅を象徴している。ChristabelとKubla Khanは１７９７年に書かれたが、１８１６年まで出版されなかった。『クブラ・カーン』は創造的想像力についての詩であり、それはコークリッジにとっては人間の五感の中で最も強力なものであった。『老水夫のうた』と『クリスタベル』はどちらも中世の詩形と文体を用いて遠い過去の雰囲気を捉え、過去と現在との対比の中で意味を探そうとしている。コールリッジの詩 ‘Dejection: An Ode’ （「失意のオード」）のように、『クリスタベル』は完全な理解は不可能であったとしても、永続する真実は見いだすことが出来るということを示している。
コールリッジはまた「座談風詩」（‘conversation poem’）でもよく知られている。コールリッジの詩は多くの点でワーズワースの詩とは異なっているが、彼の座談風詩はワーズワースの詩と似ており、 ‘Dejection’ や ‘Frost at Midnight’ や ‘This Lime-Tree Bower My Prison’ には平凡な日常についての観察が明瞭で素朴な会話体で描かれている。
コールリッジとワーズワースは影響力のある文学論も書いている。Lyrical Balladの１８００年版、書簡、コールリッジのBiographia Literaria (1817)（『文学自伝』 法政大学出版局）で、彼らは、近代作家が文学論を書き、また同時に作家としての自分自身、芸術としての文学により意識的になる潮流の先陣を切った。
(Keats)
ワーズワースとコールリッジはロマン派詩人の第一世代である。第二世代の詩人の殆どはフランス革命の時には生まれてさえいなかったが、彼らの政治的な関心はワーズワースやコールリッジと共通する。John Keats (1795-1821) はLyrical Balladsが出版される３年前の１７９５年に生まれたが、彼もまた文学の性質や想像力と詩について書いた。彼の書簡は重要な批評である。キーツの詩の多くは不完全な断片だが、それらは永続する型を作った。そして２５歳の若さで亡くなるまでに最も重要なロマン派詩人の一人になっていた。彼の詩や思想はワーズワースとコールリッジの影響を受けている。
　１８１８年から２０年までの２年間にキーツは長い物語詩や有名なオードを含む詩の多くを書いている。物語詩Isabella、Lamia、The Eve of Saint Agnes、La Belle Dame Sans Merciは神秘的で、古典的もしくは中世的を背景を持つ。コールリッジのようにキーツは遠い過去の非合理的・神秘的・超自然的な世界に興味を抱いていた。彼の詩の主要な主題は、全てのものが色あせ死に絶えて行く世界の中で、永遠の美と幸福、恒久的な意味を探求することにあった。
　これらの主題はオードの中心的な主題でもある。 ‘Ode to a Nightingale’ や ‘Ode on a Grecian Urn’ において、ナイティンゲールの歌とギリシャの壺の芸術的な形は、芸術は事物を永遠のものにすることができ、また、人間の感情や思想を詩の言葉によって、永久に生かしておくことができることを示している。 ‘To Autumn’ では、キーツは年の終わりに死んで行く自然の世界を描いているが、詩の終わりの所では決して死に絶えることのない秋の美しさと豊かさを強調している。
(Shelley)
Persy Bysshe Shelley (1792-1822) はキーツの死に深く心を動かされ、それをAdonais (1821) に書いた。シェリーの詩は、個人の深い経験を捉えようとしているという点でキーツの詩と似ているが、ブレイクの詩のように、もっと政治的である。詩Queen Mab (1813) では、当時の宗教や道徳を非難し、エッセー ‘The Necessity of Atheism’ (1811) では神が存在することを認めることは出来ないと述べている。また、The Mask of Anarchyでは１８１９年に起こった「ピータールーの虐殺」に対し、将来の労働者階級の革命について書いている。シェリーはおより大きな自由を求め、彼の最も有名な抒情詩 ‘Ode to the West Wind’ (1819) で、風を変化の力の象徴として使っている。風は古い生活を吹き飛ばし、全ての者により大きな自由のある新しい生活を生み出す種を広めるものとして描いている。
　シェリーはまた詩論も書いている。彼はとりわけ詩人をよりよき社会へと向かう道を示し得る英雄として書いている。彼は、エッセー ‘The Defence of Poetry’ の中で、詩は世界を変革し得ると述べている。また、その中で、「富める者は益々富み、貧しき者は益々貧しくなった。」と書いているが、それはこの時代に英国社会に起きた貧富の分裂を最も明確に述べている。
(Byron)
Lord Byron (George Gordon) (1788-1824) は最も影響力を持った詩人であり、また多くの人にとっては最も典型的なロマン派詩人である。彼は１９世紀のヨーロッパ全体に大きな影響を与えた。彼の描く、社会的な因襲を攻撃し、時の権力者に挑戦し、また、決して見いだされることのない平和と幸福とを追い求める孤独な英雄像がとりわけ強い影響を与えた。彼の長詩Childe Harold’s Pilgrimage のヒーロー、チャイルド・ハロルドは１８１２年彼が２４歳の時に、彼を一躍有名にし、最初の人気あるベストセラー詩人にした。
　バイロンの詩Manfred (1817) に登場するManfredとチャイルド・ハロルドは、社会に反逆し、禁じられたことを経験したいと考え、善悪を超越しているように見える、熱い情熱を持った英雄である。とりわけマンフレッドはヒーローと言うよりむしろアンチ・ヒーローであるが、その詩の全ての読者に、魅力的な人物となっている。Don Juan (1819-24) では彼はより風刺的になっている。そこで彼は読者自身の価値観や社会の価値観について問いかけているのだ。バイロンはトルコに対するギリシャの独立戦争でギリシャ側について戦ったが、マラリアにかかって３６歳の若さで亡くなった。彼自身がその時代の私的な英雄であった。
